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1. 背景と目的 

現在、日本において高齢化に伴う要介護認定者数の増

加が問題視されている。日常生活に制限のある「不健康

な期間」を含む平均寿命と健康寿命の差は、男性で 9.0 歳、

女性で 12.4 歳文 1)である。この差は今後より拡大すること

が懸念されており、要介護状態にならずに可能な限り自

立した日常生活を営むことができるよう、健康寿命を延

伸することが求められる。要介護になった原因として最

も高い割合を占める循環器疾患文 2)は、血圧が高いほど発

症リスクが高まるとされる文 3)。冬期の室温が低いほど血

圧が高くなることが指摘されていることから文 4)、良好な

温熱環境による介護予防が期待される。特に、外出行動

が少ない傾向にある虚弱高齢者文 5)において、住宅内温熱

環境と要介護状態の関係を明らかにする意義は大きいと

考えられるが、その検証は未だ不十分である。そこで本

研究では、住宅内温熱環境と要介護状態との関連を明確

にするため、実態調査を行った。 

2. 調査の概要 

大阪府千里ニュータウンに所在するデイケアサービス

施設を利用する男女とその同居家族を対象として、2014

年に対面式の質問紙調査を実施した(表 1)。要介護状態に

関しては、デイケアサービス施設が保有するデータを収

集した。また、対象者の一部には 2014 年の冬期に実測調

査を実施した(表 2)。実測調査では対象者の自宅の居間、

寝室、廊下、脱衣所の温湿度を、床上 1.1m の高さにて 5

分間隔で 2週間連続測定した。 

3. 調査結果 

3.1 質問紙調査及びデータ収集の集計結果 

 全対象者の平均年齢は 77.8 歳であり、後期高齢者が主

たる対象であった(図 1)。全対象者の平均 BMI 注 2)は、

22.3kg/m
2 であった(図 2)。また、全体として要介護度の低

いサンプルであった(図 3)。実測対象者の自宅の断熱性能
注 3)は、全体の 8 割以上が無断熱及び昭和 55 年基準相当で

あり、断熱性能の低いサンプルが中心であった(図 4)。 

3.2 断熱性能と室温との関連 

 断熱性能と室温との関連を検証するため、居間及び脱

衣所室温の一元配置分散分析を実施した(図 5, 6)。断熱性

能が高いほど室温が高い傾向が確認され、特に脱衣所室

温では無断熱群と H4 年基準以上群との間で統計学的有意

差が確認された。断熱性能の高い住宅では非居室も含め

温暖な環境である可能性が示された。 

温熱環境 虚弱高齢者 介護予防 

断熱性能 実態調査 生存分析 

図 1年齢分布（全対象者） 

調査期間 2014年夏期～冬期 

調査対象 
大阪府千里ニュータウンのデイケアサービス 

施設を利用する男女とその同居家族 

サンプル数 質問紙：79世帯 86名, データ：79世帯 81名 

調
査
項
目 

質問紙 

属性 年齢, 性別, 身長, 体重, 経済的満足度 等 

虚弱 介護予防チェックリスト文 6) 

住宅 
CASBEEすまいの健康チェックリスト注 1),文 7), 

築年数, 窓枚数, 窓サッシの種類 

データ 介護 要介護度, 要介護認定日 

 

調査期間 2014年 12月 8日～12月 26日のうち 2週間 

調査対象 表 1の対象者のうち 35世帯 37名 

調査項目 
居間, 寝室所：温度, 湿度（RTR-503） 

廊下, 脱衣所：温度（RTR-501, TR-51i） 

 

図 3 要介護度の割合 

（全対象者） 

表 2 実測調査の概要（括弧内は使用機器） 

要支援1

(n=26)
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(n=13)

要介護2
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要介護3(n=4)
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無断熱
(n=23)

昭和55年
基準
(n=9)

平成4年基準(n=4)

平成11年基準(n=1)

分類不可(n=1)不明(n=4)

図 4 断熱性能の割合 
（実測調査対象者） 

図 5 居間室温 
（断熱性能別） 

図 6 脱衣所室温 
（断熱性能別） 
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図 2 BMI分布（全対象者） 
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3.3 室温と住宅内で寒いと感じる頻度の対応関係 

住宅内温熱環境が要介護状態に及ぼす影響の検証の前

段として、温熱環境の主観評価の妥当性を確認した。主

観評価の指標として用いた CASBEE すまいの健康チェッ

クリストでは、住宅内の各部屋で寒いと感じる頻度を「1) 

よくある, 2) たまにある, 3) めったにない, 4) 全くない」

の 4 件法で回答する。「1) よくある」「2) たまにある」と

回答した者を低得点群、「3) めったにない」「4) 全くな

い」と回答した者を高得点群に分類し、居間及び脱衣所

室温の t検定を実施した (図 7, 8)。高得点群は低得点群と

比較して居間及び脱衣所室温が高い傾向が確認された。 

3.4住宅内で寒いと感じる頻度と要介護認定時の年齢 

住宅内温熱環境の主観評価と要介護認定注 4)時の年齢の

関連を生存分析(カプラン・マイヤー法)によって検証した。

主観評価の指標としては、3.3 節において妥当性が確認さ

れた居間及び脱衣所のうち、血圧上昇との関連が指摘さ

れる脱衣所文 8)で寒いと感じる頻度を用いた。尚、先天性

の疾患により要介護認定された 1 名を除き分析を行った。

結果として、高得点群は低得点群と比較して要介護認定

される時期が遅いことが明らかになった(図 9)。例えば、

低得点群(n=38)の半数が要介護認定された年齢が 76 歳で

あるのに対し、高得点群(n=42)では 80 歳であり、要介護

認定される年齢が 4 歳高い。また、Χ
2 検定により 2 群間

には個人属性による有意差がない可能性が示された(表 3)。

この結果から要介護認定年齢の差は個人属性の影響では

なく、住宅内温熱環境の影響によるものであることが示

唆された。以上より、冬期の住宅内温熱環境を良好に保

つことで要介護状態への移行を遅らせることができる可

能性が示された。 

4. まとめ 

断熱性能の向上が非居室をはじめとする住宅内の温熱

環境改善に寄与することを確認した。また、室温との対

応が確認された脱衣所で寒いと感じる頻度を用いてサン

プルを分類し、要介護認定される年齢に関する生存分析

を実施した。その結果、高得点群は低得点群と比較して

要介護認定される年齢が高いことが示された。 
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【注釈】1) 健康に影響を及ぼす住宅の問題を部屋ごと・要素ごとに

評価するツール 2) 体格指数：Body Mass Index (BMI[kg/m2]=体重

[kg]/(身長[m])2) 3) 既往研究文 9)を参考に、築年数、窓枚数、窓サッ

シの種類から推定 4) 要支援及び要介護への認定を指す 
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図 9 脱衣所の温熱環境評価別非要介護認定者割合 

属性 高評価群 低評価群 有意確率 

性別 
男性 19 (50.0%) 21 (50.0%) 

n.s. 
女性 19 (50.0%) 21 (50.0%) 

BMI 

低体重(<18.5) 55 (13.9%) 57 (16.7%) 

n.s. 標準 27 (75.0%) 23 (54.8%) 

肥満(≧25) 44 (11.1%) 12 (28.6%) 

経済的 

満足度 

とても満足 44 (11.1%) 42 (14.9%) 

n.s. 
まあまあ満足 46 (16.7%) 45 (12.2%) 

あまり満足でない 20 (55.6%) 30 (73.2%) 

全く満足していない 46 (16.7%) 44 (19.8%) 

 

表 3 脱衣所の評価群別属性集計結果（Χ2検定） 

図 8 脱衣所室温 

（主観評価別） 

図 7 居間室温 

（主観評価別） 
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